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Title 

Incidences and influences of device-associated healthcare-associated 

infections in a pediatric intensive care unit in Japan: a retrospective 

surveillance study 

（日本の小児集中治療室における医療器具関連、医療関連感染の発生率と影響：後方視的観察研究）

論文内容の要旨 

〔目的(Purpose)〕 

日本の小児集中治療室（PICU）における医療器具関連、医療関連感染症の頻度を明らかにし、PICU滞在日数、予後に

与える影響を明らかにすること。 

〔方法(Methods)〕 

日本の単施設の小児病院のPICUにおいて2013年1月からの12か月の期間についてPICUに入室となった全ての患者を対

象に後方視的な調査を行った。最初に頻度の高い医療器具関連、医療関連感染症、すなわち中心静脈カテーテル関連

血流感染症、人工呼吸器関連肺炎、カテーテル関連尿路感染症について診療録を用いて調査を行った。診断は米国の

CDC/NHSNのサーベイランスの定義に基づいて行った。次に感染症のあった患者と感染症のなかった患者について、患

者の背景、予後についての比較を行った。 

〔成績(Results)〕 

対象期間にPICUに入室となった患者は426人であった。PICU入室患者全体では、患者の月齢中央値は12か月、予定手術

後の入室患者が63.1%、緊急の入室患者が32.9%であった。入室時における予測死亡率（PIM2）は3.7%であり、実際の

死亡率は2.6%、PICU滞在日数は中央値で3日であった。 

PICU滞在中に、73%の患者が中心静脈カテーテルを、75％の患者が気管チューブを、81%の患者が尿道カテーテルを

使用した。患者のPICU滞在1日あたりの各医療器具の使用率は中心静脈カテーテルが0.78、気管チューブが0.53、尿道

カテーテルが0.44であった。対象期間に合計28人（6.6%）の患者に医療器具関連、医療関連感染症が発生し、1,000患

者日数あたり感染症の頻度は11.2であった。医療器具使用1,000日当たりの感染症の発生率は中心静脈カテーテル関連

血流感染症が4.3、人工呼吸器関連肺炎が3.5、カテーテル関連尿路感染症が3.6であった。 

感染症のあった患者群では感染症のなかった患者群と比較して、月齢の中央値が4か月vs.13ヶ月と小さく、予定手

術後の率が35.7％ vs. 63.1%と感染症のあった患者群で予定手術の率は少なく、緊急の入室の率が53.6% vs. 31.4%と

感染症のあった患者群で緊急の入室の率が多く、入室時の予測死亡率が6.3% vs. 3.5%と感染症のあった患者群で予測

死亡率が高かった。 

感染症のあった患者のPICU滞在日数は中央値22.5日で、感染症のなかった患者の2日と比較して統計学的に有意に延

長していた。また統計学的有意差はなかったものの、感染症のあった患者の死亡率が7.1%であったのに対して、感染

症のなかった患者の死亡率は2.3%であった。 

〔総括(Conclusion)〕 

本研究によって、日本のPICUにおける中心静脈カテーテル関連血流感染症、人工呼吸器関連肺炎、カテーテル関連尿

路感染症の３つの医療器具関連、医療関連感染症の頻度が明らかになり、それらの感染症がPICU滞在日数の延長に関

連することが明らかになった。 




